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L は じめ に

　近年 、 食料 ・農業 ・農村基本法の 制定 を機に 、

農地 ・農村 の 多面的価値 を見直 し、 そ の 公益的機

能を評価 しよ うとす る研究が進み つ つ あ る 。 中 で

も 、 農地の 風 景の価値 へ の 寄与は 、基本法制定作

業に あた っ て提 出 された平成 9年 9月の 食料 ・農

業 ・農村基本問題審査会答申の 中 で 「場合 に よ っ

て は 生産機能 を上 回 る公 益的機能」 として注 目さ

れ 、そ の 公益性の 評価が 急がれ て い る 。

　ま た、現時点の 成人世代で も風景保全の 必要 を

認 識する状況で は f風景は身体的視点 か らだけで

はな く、 価値的意味論的観点に お い て も動的 で あ

り、 身と心 の 変容過程で ある」（吉村，1ggsi
，

）と

す る立場か ら、農地
・農村の 公益的価値の 持続の

前提 として 「風景 へ の 感受性」を次世 代に 引き継

ぐ こ とが必 要で あ り、 風舞の 保全は急務で あ る と

言え る 。

　好ま し い 風 景構成の 研究 で は 、 宮沢 ら （1999）
Zl

は 風景を近 景 ・中景
・遠景に 区分 し、遠景は 整備

事業等で は対応 しに くいとして い る 。 そ の …方で 、

田野 倉 ら （1999）
3 ）

、松本 ら（1999）4 ｝

が解放感 の 重

要性 を明 らか に し、遠景の 見通 しを確保する水田

・畑 地 の 存在意義 を高 く評価 して い る 。

　著者らは 、 中景 ・近景が遠景の 価値に 影響を与

え、実際の 風 景の 価値が 定 ま っ て い る と考 えた 。

本研究で は 、集落の よ うな 「ある稈度広が りを も

っ た 現 存 の 地域社会」 が 、ど の よ うな風景的基盤

の ヒに 土地を利用 し、 「ど の ような 土地利用が風

景 を美 し く保 つ 公 共的役割 を担 っ て い るか 」評価

す る材料を提供す る手法の 開発を目的と した 。

　 近年活発に 行われ て い る合成画像に よ る風景の

シ ミュ レ
ー

シ ョ ン は 、 現在 ある風景の 中に建造 し

よ う とする物件の 画像 を合成 し、物件が風 景の 印

’
象 に どの よ うに影響す るか を評価する事例が 多い 。

しか し、物件の 形状 が定ま っ た時点で は 、 土地 利

用形 態の 変化は 予定 され て お り、 建物の 配色や 形

状に
一

定の 配慮を加 える事が可能 として も、 風景

の 変化は避け に く い 。 また 、 風景の構成の た め に

重要な土地利用を積極的に 保護 し、計画 的に風景

を構成 して い こ うとす る立 場で は、風景の 構成上

重要な土地 を地域社会が認知する こ とが 事業の 前

提 となる。

　 そ こ で 、環境 の 自然性 の 評価 に お い て用い られ

て き た現存植生と潜 在自然植生 との 比較 に ヒ ン ト

を得 、 視点近傍の 土地利用 に よ る風景構成の 影響

を取 り除い た、地域社会に与 え られた資源 として

の 「潜在風 景」 と、地域社会が 土地利用を行 うこ

とに よっ て構成 され る 「実際の 風景」との比較 を

対象地域で 行 う こ と を試み た 。 こ こ では、潜在風

景 とは 、 ある視点 に お い て 実際に 近景 ・中景に 周

辺 ±地利用の 状況 と関連 して 存在す る建造物や立

木 ・町並 ・木立 な どの 目視対象が存在 しなければ

見え る、遠景主体 の 風景 と した 。 潜在 自然植生 と

大きく異な る点 と して 、 「自然 」状態に つ い て の

概念を含まず、ま た、土地利用 に よ っ て現況の 風

景の 価 値は 潜在風 景 に 比 して好 ま し い 方向に も、

そ の 逆 に も変化 し得る点 に 留意 さ れ た い 。
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II．研究対象地域 の 概要

　 本研 究 では、富 士箱根 伊豆国立 公園の 富
一
七山北

側 と そ の 隣接地域 の うち、富十 ll1が 望め る範囲 を

対象に 選ん だ 。 こ の 地域は 、遠景 要素 とし て魅 力
・知名度と もに 高 い 目視対象で あ る富 十山 が 存在

し、遠 景を含む風 景 の 構 成 を理解 しや す い 地域 で

あ り、少な く と も近 世 以降 、経済 的 に 農業とサ
ー

ビス 業 （富士講お よび観 光）に ある程度 依存 して

きた地域で ある Q こ の 地域で は 、 ヒ トの 主要な移

動手段が徒歩 、公共 交通 、自動 車と変化 して きた、，

それ に 応 じ て 、地 域の 農村集落と 都市 の 空 間的秩

序が 大 き く変化 し、風景の 保全に 特に配慮が必 要

と 思 わ れ る 。

　こ の 範囲の 中で 、 公共性 ・利用 者の ア ク セ ス 可

能性 が 高 く、レ ク リ エ ーシ ョ ン 利 用等 に 適 した 社

会 基盤 が存 在 す る地 点 と して 、鉄道 に 注 目 した 。

鉄道の駅 で は 電車の 減速 お よ び 停 止が行われ る た

め、乗 降客 の み で な く、通過す る 乗客 に と っ て も

地域 の 風 景を視認 しう る時間 が 長 い と考 え ら れ る 。

そ こ で、富
・ft急行線 各駅 の うち、 避つ 峠駅〜河 rI

湖駅の 8 駅 の 駅 前の 風 景を本研究 の 対象 と した

（図 1 ）。 こ れ らの うち 、寿駅 ・葭池温泉駅 は駅

舎を持た な い 無人駅 であ る 。
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図 1　 研究対象
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　対象地域の 市街地の 中心 は 下吉田駅 〜富 十 吉 田

駅 の 区 間、お よ び 河冂湖駅付近 に 存在 し、中心 市

街地の 空洞化が 問題 に な っ て い る 。 地域住民等へ

の ヒ ア リ ン グで は 中心 市街 地 の 活 力が低い こ とに

関 し 「富 f 吉 田 市は 交通 の 要所 であ り地域 の 中核

的 都市で あ るが 、旅 行者等 の 立 ち寄 りが 少な く 、

周 辺地域に くらべ 外来者の 経済 的 寄与が得に くい 」

「目的の 観光地 に 行 くま で の 単 な る通過点に なっ

て しま っ て い る」と い う意見が 聞か れた 。

　山梨県 と静岡県は 富士山 憲章 を定め 、 こ の 地域

を含む景観 ・環境 を保全 し、発展 させ、利用 しな

が ら次世代 へ 引 き継 こう と して い る 。

III．研究の 方法

　本研究は、1．潜在風景の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン （視

点周 辺 に 眺望 を遮蔽す る 土 地利用が 無け れば 、ど

の よ うな風景 が 存在 し得る か を表示す る 〉、 2．現

況 との 比較手法 の 探索 （潜在風 景 と現況と の 比較

に よ っ て、風景 を構成する ヒ トの 営為 を理解 し、

評価す る補助手段 の 模索 ）で 構 成 され る 。

　 L 潜在 風景の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

　 まず、1975年 鬮土 地理院撮影の カ ラ
ー空中写 真

（CCB −75−17 ）か ら、空中三 角測 量及び指 標計 測

に よ っ て 作成 し 、 平面直角座標系一第8系 、 精 度 2m
の 富 士山 北側地域の 連続オ ル ソ 画像 を用意 した

（図 2 ）。

図 2　 使用 したオ ル ソ 画像
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　また 、 国土地理 院発行 50m 標高デ ータCD − R

OM か らバ イ リニ ア法の リサ ン プ リ ン グに よ り、

20mメ ッ シ ュ の DEM （デ ジタ ル 標高地図）を生成

した 。

　次に 、 オル ソ画像と DEM の 組み 合わせ に よ り

三 次元モ デ ル を作成 し 、 各駅の 駅舎 へ の 出入 囗か

ら富士 山方向を望む風景を地上高 1．5m として ジ

ミュ レ
ー トした 。

　地理情報の リフ ァ レ ン ス 、 リサ ン プ リ ン グ 、 3

次元 モ デ ル 作成および画像 出力に は Micr。lmage

社製 TNTmips 　6．2 を用 い た。

　得られ た潜在風景との比較対象として 、 各駅に

お い て実地調査 を行 い 、 地上高1．5m 、 出入 口

（駅舎の ある場合ひ さしの 外で改札口の 中心 に最

も近 い 位置 ）か らの 窰士 山山頂方 向の 写真撮影

（焦点距離28  ，35m皿 フ ィ ル ム ）に よ っ て 、 ヒ トの

視野 （大 山ら編 ，19945
）
を参考 と し た ）に近 い 写 真

を得た 。 駅出入 口付近か ら富士 山 が望めな い 場 合

は 、 駅近傍で 富士 山 の 望める場所 を探 し、 補足的

に 撮影 を行 っ た 。 河口湖駅 で は 出入口が富士 山の

反対方向に あるた め 、 改札口 か ら撮影 を行 っ た 。

IV．結果お よ び考察

　風景の 三次元画像 シ ミュ レーシ ョ ン では、DE

M の 精度が シ ミ ュ レーシ ョ ン の 成果画像 の リア リ

テ ィ に 大 きく影響す るが 、 纃密な DEM に よ るモ

デ リ ングで は計算機 に 負荷が か か り、 実用上の 問

題が発生す る 。 本砥究で 用い た 方法で は 、 表面の

テ ク ス チ ュ ァ な ど の情報 を含ん だ空中写 真由来の

オ ル ソ 画像 を使用 したた め、実用的な速 度で簡便

に 風景の シ ミ ュ レーシ ョ ン を行 う こ と が で き た 。

　各駅 ご と に富士 山 の 山頂との 方向と標高差に応

じて 、 印象の 異な る富士 山が望み うる こ と が わか

る 。 作成した潜在風景及び現況 を図3 に 示 す 。

（誌上では輪郭検 出に よ っ て 画像 を強調 し た 。 ）

　現地調査 では 、 月江寺駅出入 口近傍 （50m 程

度 ）の 公共 ス ペ ー
ス か ら富士 山 の 山頂が見え る地

点は見つ か らなか っ た 。 各駅 の 土地利用特性 と富

士 山の 目視可能面積割合を表 1に 示 す 。 富士 吉田

駅 の補足写真の撮影 位置は 、 駅出入 口 か ら離れ て

い る の で 表 に は 加 え て い な い 。

表 1　各駅 か らの 実際の 風景の 特性

　2，現況 と潜在風景の 比 較手法の 探索

　地域住民 に よ る潜在風景 と現況の 比較評価 で は 、

両者の 印象の 相違が 大 きなウ ェ イ トを占め る と考

え られ る 。 しか し、 土 地利用 の風 景へ の配慮度の

よ うな 評価 を補助す る指標の 導出 も検討され るN

きと考 え、各駅 に つ い て 潜在風景に 含 まれ る富士

山山体 の現況で の 目視可能面積割合 を求めた 。 山

体は簡便に潜在風景 で の 富士 山 とそ の裾野が 、 現

況写真 の 画面両端 にか か る高さ （いずれ か高い 方 ）

よ り上方の 富士 山の 山体部分 とした 。 算出の ため

の画像処理 、 画像計測に は Adobe社製

Photoshop　 for　Macintosh　5．5 を用い た 。

　ま た 、 視点近傍の 土 地利用の 特性な どに つ い て

も 「どの程度風景に 配慮す べ きか 」を判断す る上

で 重要な情報 と考え 、 富士 山方向に 見え る最 も接

近 した私有地の 土 地利用 、 駅前広場の 有無、近傍

の 都 市計画等の 指定状況 （山梨県， 1996　
6 ）

〉を

目視可能面積割合 とと もに まとめた 。

方位　面覆割倉　広場　（筏線方向 ）

　 　  

　 　 河 口湖 　 T93
’

富 ：t急 ハ イランド　 197
’

　 　 富士吉巴　！e；
’

　 　 〔補足 1，

　 　 月江 尋　” ！
°

　 　 下吉囲　 20ゴ
　 　   足 ）

　 　 確池耄 泉　　205
，

　 　 　 鼻　 ros
’

　 　 三 つ 鰤 　 21び

a4，0　 有喞　　鉄遺 施設

Z7．6　 有　　 遊園地

，1：1 籌
タ

窒糞
社

0．G　 熊　　　ビル

謂 悪 薯蟇離
81、2　 無　 　 　水 田

52、o　 無 　　 水田

533 　　　有　　　　腔皐 場　　駆市 叶團 区域噸　晨粟

国立 公園 管通 地域
・
邸市 叶画 区域 ＋

師市計画区域や

　 凖 工 粟
　 準 工粟

商 粟 地域

近隣 商粟

近陽 藺婁

纂
一1甍住 居

窮
一辱菫筐居

　 　 興地域
・
農用区域

・：視練方向の 反対側にある ◇未綴引き・用途地堀 の 指定 無し

　目視可能面積割合は 、 河口湖駅、葭池温泉前駅 、

（下吉田駅補足 ）、寿駅、三 つ 峠駅 、　（富±吉田

駅補足 1 ）、 富士急 ハ イラ ン ド駅 、 下吉 田駅 の 順

で 大 き く、富士 吉田駅 、月 江寺駅 で は富士山 山体

は見 られ なか っ た 。

　河 口湖駅 を除 き、富 士 山 の よ く見え る駅周 辺は、

よ り高密度の 土 地 利用 が 可 能な 規制状況に ある 。

こ れ らの駅か らの 常士 山 の 眺 望 は規制で は な く、

地域住民に よ っ て担 われ て
．
い る と い え る 。 特 に 、
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葭池 温泉前駅
・
寿 駅 では 、他の 駅 で 眺望の 確 保 に

一
定の 役割 を果た して い る と考 え られ る駅 前広場

が な い に もか か わ らず 、 農地に よ っ て 遠景が 確保

さ れ て い る 。 ま た 現 況か ら 、 駅前広場 が 広 く 、　 一

時的 に駐車場 として 使わ れ るた め 、 雑然 と した印

象を受け、広場が 「風景 の価値」を高め る機能 を

必 らず果 たす とは 限 らない駅 も見 られ た （下吉田

駅 ・
三 っ 峠駅 ）。

こ れ に 対 して 農地や住宅の 庭は

プ ライ ベ
ー

トな土 地利用 であ るだけ に 、 野放図な

一時的利用 を抑制 し、風 景 の 構成 を常時維持する

機能は高 い と思わ れ る 。

　今後、好 ま しい 風景 の 持続 とよ り好 ま しい 風 景

の 創出の た あに 、 市街化の進む地域で の 農地の 役

割 を地域社会の 中で 正当に評価 しつ つ 、地域 ご と

の 機能分担 を計画 して い く必要が あ る。今回用意

した目視可能面積割合は ある程度客観的 に富士 山

が見 える量 を示す基準 とな っ て い るが 、 風景 の 質

に 直結 して い る とは言 い 難 い
。 被験者 を通 じた風

景の 質の 評価 （た と えば富士 山山体 の ゲ シ ュ タ ル

ト喪失の 条件調査等 ）を行 い
、 風景の 質を評 価可

能な指 標の 設定を行 う こ とが求 め られ る 。 さ らに 、

現 況 の 風景 を説明 しう る 周辺土 地利用、住民の 土

地 利用に よ る風景 へ の 寄与の 自由度 を示 して い る

と考え られ る土地利用 規制お よび駅前広場の 有無

など の情報 も質的指標に 合わせ て影響の 大 きさ に

応 じた重み付けな どを行い 、 よ り有効な情報 に 置

き換 えて い く必要が あ るだ ろう。

V ．お わ りに

　本研究で は、農地が駅 前広場、広 い 駐 車場な ど

とな らんで 、 景勝地の風景の 維持 に 寄与 して い る

こ とを確 認 で きた 。

　著者 らは 、 富十 吉田駅 周辺 の よ うな富士 山 の 遠

景を望め解放感 を実感で きる地点 は 、今回 の 研究

対象地点周辺 に存在するが 、 地上高の 高 い 高速道

路 を利用 した場 合を除き 、 徒歩 、 公共交通、自家

用車などか ら連続 して 遠景 を楽 しめる区間 は 短 い

と感 じて い る 。 公共 性の 高い 空間は 周辺 の 利用価

値が高 く美 し い 遠 景の 維持 が難 し い ため、 恵まれ

た遠景 を活か した計画的な地域の 活性化 を考え る

場合 、 来訪者に と っ て好 ま し い 風景を保全する意

義、農地 の 果たす 機能 と効果 、 地域ご と の 役割分

担な ど の 整理 と合意形成が重要で ある 。

　著者 らの 提案す る 「潜在風景 」手法は 、 土地利

用 の 風景に お ける社会的機能を整理 し、そ の 社会

的 ・経済的意義 に 関す る合意形成に 有用で あ る と

考える 。 本研究で 開発した手法 を発展させ 、 「ま

ちづ くり」や 「む らづ くり」を地域社会に お い て

評価する資料 を提供 して い く こ とを課題 とした い 。

　最後に 、本研究は 山梨県環境科学研 究所 の プ ロ

ジ ェ ク ト研究、　「自然環境」 と共存 した 「街 」づ

くりの 在 り方に 関す る研究、の
一

部 として な され

た。 プ ロ ジ ェ ク ト内外 の 協力者諸氏に感謝の意 を

表 し、結び と させ て い た だ く。
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